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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　言

　　従来三極の栽培地は比較的標高の高い山岳地帯の北面傾斜地に多く√南斜面の場合は林間を利用

　し，或は造林地の間作とされている事が多い．之は強烈な陽光の直射によって三極の生育炉阻害さ

,れる埓であると云われているが，然し幾何程度の照度炉生育に適当であるかは未だ明にされていな

　い．之炉明にされるならば適当な庇蔭樹の混植によって更に栽壇地域を拡大する事も可能となるの

　ではあるまいか．之の問題解明の一助として当研究室では1952年学内圃場栽培の三極及び土佐郡鏡

　村の当業者栽培地の三極について小規模な実験及び調査を行い一座の成果を収め7このであるが，そ

，の結果より見て更に遮光を強化しすこ実験の必要を感じ7こ事と，更に陽光による地温変動の影響を成

　る可く排除し7こ資料を得.る埓に引続き1953年にやや詳細な実験を行っすこので，ここにその概要.を報

　告する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法　一

　　1952年春播種育成しすこ静岡葎の苗を予め窒素，燐酸，加里を夫･々反当2.5貫, 2.0貫, 2.0貫施し

　すこ５万分の１反歩ポットに各１個体宛53年４月15日栽植し，之の中から生育の揃っ了こ12個体を選び

　５月15日に処理を開始しす:ﾆ．処理は１区ヽ2ポットとして次の６区を設定し仁．

　　第１区……戸外にて終日直射光下に放置するもの．

　　第２区……硝子宝内机上にて硝子透過光下に放置するもの．

　　第３区……硝子室内にてポットの部分のみ水槽内に浸し水槽上面を板で覆い地温の上昇を抑制す

　　　　　　　るもの．

　　第４区……第３区と同様装置し更に上面に白布を張って照度を制限するもの．

　　第５区……第４区の白布を二重とし照度制限を強化するもの．

　　第６区……建物北側に置き早朝及び夕刻以外は直射光に浴しないもの．

　　以上６区のポット試験と並行して1951年高知島試別府分場より分譲を受け学内圃場に栽培中の静

　岡種及び高知種を用いて次の６区を設定，調査を行っ7こ．

　　第１区……静岡種．終日露光．　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

　　第２区……静岡種，参謀一重遮光．

　　第３区……静岡種，参謀二重遮光．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　●第４区……高知種，終目露光．　　　’･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜

　　第５区……高知種，惹謀一重遮光．

　　第６区……高知種，葎簾二重遮光

　　以上12区にづいて５月15日，６月15日，７月15日，７月31日，８月17日，９月２日，９月15日，

　９月30日，10月30日の９回に亘って当日正午前後の照度を測定すると共に各個体の幹長を測定し

パこ．幹長は各節毎に三叉しす二各枝条の長さを平均して各節毎の幹長とみなし，その伸長量を調査し

　すこ．更にポット試験区は10月30白に土際から切り取り蒸熟剥皮して所謂黒皮を得てその地上15糎の

　部分の単繊維の長さ及び巾をミクi・タークーを用いて顕微鏡下で測定しすこ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果及び考察

　　９匝に:匠る照度測定の結果は第１表の通りで夏季の照度は相当強かった炉硝子屋根を通過するの

　みで約16％の照度低下を示し前年の鏡村現地試験の低川度区に匹敵するも･のであっ7こ．よく水洗し
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て糊を除い7二極薄のキャラら一重を通過すると照度は17％となり前年の遮光区の約牛分になっ7こ．

更に大建築物の北側では勿論散光のみであるがその照度は鄙こ5.8%で比重キャラロ遮光の6.3％よ

りも少い．又極く粗い葦簾一重で光の透過量は自然光の８％内外に止り，従って急峻な山岳の北斜

　　　　／　　　　　　．第１表　各試験区正午の川度（単位ルツクス）

二 ポ　ッ　ト　試　駱　区 圃　揚‘試　咎　区　　　　’

第１区 第２区 第3区 第4区　第5区 第6区 ‘第１区 第２区 第３区 第4区 第５区 第6区

５月15R

6　15

7　15

7　31

8　17

9　2

9　15

9　30

10　30

平　均

割露出
区比数

122800

130000

128000

120700

149000

146000

132000

126000

119000

130390

　　100

101400

113500

108000

100700

120000

118500

114000

106500

105000

109730

　84.2

101400

113500

108000

100700

120000

118500

114000

106500

105000

109730

　84.2

21000

22100

21400

20000

27200

27000

23200

21000

20500

22600

　17.3

7400

8400

7600

7150

9800

9400

8800

7500

7400

8160

　6.3

7000

780O

7!00

6S50

8900

‘8700

8200

6950

66.00

7600

　5.8

　122000

■ 127000

・　125000

　･120000

・　142000

　　140000

　　,129000

　　124000

　　119000

　　127550

　　　　100

9800

10400

10000

H000

11900

10800

　9900

　9600

　9700

･10340

　　8.1

5600

6000

5900

6200

6400

6000

5700

5600

5300

･5860

　4.6

122000

127000

125000

120000

142000

140000

129000

124000

119000

127550

　　100

　　9600

9900

　　9800

　　10000

　　11000

　　10000

　　9700

　　9400

　　9400

　　9870

　　　7.7

　5300

　5600

　5500

　6100

　6200

　5900

　5400

‘5400

　5100

　5610

　　4.4

面，林間等の照度は相当低いものと思われる．

　如こ之等照度を異にし7二場合の幹の伸長を見るに，ポツtヽ栽埓区成績（第２表）の如く相当著し

い差異セ示している．即ち各区とも８月上飢こ第１段の分枝を行い８月17日以後叉下高の増加は見

られなかつ了こ加第２段の分枝は二重白布遮光区のみ炉９月上飢こ分枝し他の各は何れも９肌5日以

　　　　　　　　　　　第２表　三極枝粂伸長量　共の一　グッド試験め部

区　別⊇犬 5.15　　6.15　　7.15　　7.31　　8.17　　9.2　9.15　9.30　10.30
全期間
総伸長伍

第1 K
高期Ji別?ﾎﾞ長伍

爵幽肘k菖

22.m 23.m　27.9fH　31.2幄　32.lgl
　0.8糎　4.811　3.3|i　o.m.
　　　　　　　　　　　　2.0　3.5惘4j2狽5.2ffi 5.7iP.
　　　　　　　　　　2.0　　l.5≪　0.7ifi　1.0糎　0.5'fi

15.5|fi!

第2区

仙石J
私高作
私心作

1長ｌ

司蒸

1長ｍ

司長

吸伍

21.1　　22.8　　28.9　　33.3　　33.5

　　　h7　　　6.1　　　4･.4　　　0.2　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.8　　4.2　　4.8　　5.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙８　　１．４　　０．６　　１．０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６　　１．９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,-　　　　　　　　　　　０．６　　１．３

20.1

第３区

久　下　-I*

同期間別f
討手

同期間別f

嘆ｎ
司長

嘆息
両農
場ｎ

23.4　　28.6　　37.6　　41.1　　41.6-

　　　5.2　　　9.0　　　3.5　　　0.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.0　3.2　　3.5　　4.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.0　　七２　　０．３　　１．３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．９　　４．５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　1.9'　2.6

27.5

第４区 府
政

1長岱

司長

4長岱

司長

1長伍

22,8　　26.8　　41.1　　48.3　　49.4

　　　4.0　　14.3　　　7.2、　　1.1

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　3.2　4.1　　4.6　　6.0

　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　3.2　　0.9･　0.5　　1.4　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.3　　5.1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　2.3　　2.8

37.7

第５区

叉　下　iS
同期間別f
第２節
同期間別f
第３節
同期間別f

1長伍

司長

l長岱

爾長

覗岳

22.7　　29.3　　43.1　　49.1　　49.3

　　　６．６　　13.8　　　６．０　　　０．２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.5　７．９　　８．３　８．８　９．７‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．５　　１．４　　０．４　　０．５　　０．９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２　　３．４　　６．５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２　　２．２　　３．１

42.8

第６区

昌期高別膏長m

私心乱具菖

私心肘kL

22.3　　26.3　　35.8　　40.9　　41.2

　　　４．０　　　９．５　　　５．１　　　０．３　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．２　５．９　　６．４　　６．７　　６．８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．２　　１．７　　０．５　　０．３　　０．１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　２．６　　５．５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．６　　２．９

31.2
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後に分枝，唯戸外の直射光下の第１区のみ,は!O月30日迄には第２段の分枝は行わな加っi二，尚第１

段分枝後は各区とも叉下高の増加は短期間に終了し7こが第２段の分枝後照度の最も少い第５．第６

の両区は第２節間の伸長炉やや晩く迄継統し仏又下高の伸長は何れも6.肌5日～７月31日迄が最

盛である炉８月17日の伸長停止期迄を通算:すれば第４，第５区炉最も大で27糎に達し･照度最少の第

６区19糎で之に次ぎ，照度最大の第１区の伸長が最小で9.8糎，即ち第4.区の珂郵こ過ぎない．又

第２区も之に次いで少く12糎で第４区の刑こも達しない．第３区は第２区と照度を同じうするがそ

の又下高の伸長量は18糎を示して第２区の50％増である．両者の差は恐らく主として地温の影響に

依るものではない力ヽと考えられる．．

　第２節間の伸長は第５区10糎，第６区７糎と低照度区は比較的大である炉其の他の区は５～６糎

で何れも伸長期間も短く大きな差異は認め難く，第３節間の伸長は第２節間のそれよりもやや速で

各区の間の差もよく認められる炉10月下旬に入ると共に全区一斉に頂端に幼苛を形成し伸長生長が

停頓しす二7こめ各区の差は数量的には著しいものではな｀い炉，併し第２節間長に大差のない第１～第

４区の最終結果!こ現れ了こ差は又下高の差の外に之の第３節間長の差も亦少加らざる部分を占めてい

る事は云う迄もない．

　圃場試験各区の成績は第3･表に示す通りであって，高知種は各区ともにその伸長量は相対庶する

　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・静岡種の各区に遥に優っている．之は前年度行っ7二軽度遮光の実験結果と全く同じ傾向である．更

に高知種心

％を示し伸長炉やや前期にずれる事炉認められる炉第６区は同期には49％に止り前２区に比し伸長

第３表三極枝条伸長量共のニ圃場試暦食の部

区　別
スレligM a

5.15　　6.15　　7.15　　7.31　　8.17　・ 9.2　9.15　9.30　10.30
全期間
総伸長量

第１区
嗇績諸

賢詔

盾虐

詣違

8.op. 9.5p.　ﾄ3.0糎　16.11R 18.3ia" 20.1W. 21.2m 23.0R
　I.5TS　3.5:n　3.1ifS　･2.2≫　i.8:p.　l.lp.　l.m　　‥‘
　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　2.4糎5.5糎
　　　　　　　　　　　　　　　　　2.4　　3.1

20.5Si

第2区

第４請
同期間yJ･

第５ぶ

同期間>JI

第６游
同期間≪l

晶墓

石護

晶墓

10.8　18.0　‘25.0　　27.0　　29.5

　　　7.2　　7.0　　2.0　　　2.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6●0　　7.0　　9.6　　12.0　　13:0　13.2

　　゛｀　　　　　　　　6.0　　　1.0　　2.6　　2.4　　1.0　　0.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.0　　4.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.0　　2.5‘-

36.4

第３Ｓ

第４厨
同期間珂!

第５游
同期間≪l

第６ぶ
同期間S

高濃

高洛

高言

10.2　13.2　　16.0　　19.0　　23.0

　　3.0　　2.8　　3.0　　　4.0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.2　　10.1　　H.0　　11.5　12.3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.2　　3.9　　0.9‘　0.5　　0.8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.2　　3.5　　5.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.2　　2.3　　1.7

30.3

第４区

　第３倣

　同期間むl

　第４敵

　同期間yJ･

　第５ｉ

　同期間≪'

　第６讃

　同期間;ji

一一一一　第ｉ游

　同期間yJI

　第４厨

　同期間別

　第5 t

　同期間≫l

　第６ぶ

　同期間y;I

間灸
伸灸ｍ

間灸

伸灸蚤
間灸
伸長岱

間灸
伸灸岳
－－一
　司灸点ｎ

　司灸点。

間灸
伸長岳

間長

伸長伍

19.9　29.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　９．６
　　　　　１．４　　　９．８　　18.9　　21.0　　　　　　　　　・

　・　１．４　　８．４　　９．１　　　２．１
　　　　　　●’　　　　　　　　　　３．０　　５．４　　６．０　　８．０　　８．４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０　　２．４　　０．６　　２．０　　０．４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　１．９　　５．１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．９　　３．２

44.1

第5区

20.3　30.2

　　　9.9　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

　　　　　　6.4　　10.1　　28.0

　　　6.4　　3.7　　17.9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.0　　6.5　. 9.2　　10.1　　12.0　12.7

　　　　　　　　　　　　　　3.0　　　3.5　　2.7　　0.9　　1.9　　0.7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･●　　　　　　　　　　3:5　　7.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.5　　4.1

58:2

第６区

・第３猷
同期間≪l

第４價
同期間≪!
第５１

同期間&

具合

具合

具合

11.7　19.7　　28.0

　　　8.0　　8.3

　　　　　　　　　　　　　6.3　　　9.0　　16.7　　18.4　　20.2　　23.0　25.2

　　　　　　　　　6.0　　2.7　　　7.7　　1.7　　1.8　　2.8　　2.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.5　　7.7　･10.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.5　3.2　　2.9

52.1
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　　　　　　　　一

炉やや後期に持越される傾向がうかがわれる．静岡菰にっいてもほぼ同様な事炉認められ第１区40

％，第２区61％に対して第３区は29％に過ぎず伸長め著しい遅滞炉見られる．之の現象は余ット試

験区にも現れ照慶の低下に件って伸長の主要期がやや前期に移り更に照度低下の程度炉増加すると

再び後期に移動している．即ち７月末迄の仲長量の全期間伸長量に対する比を見るに室外区57％，

硝子室内区61％，白布一重区68％，二重区<a2%.日蔭区59％を示している..又全期間の総伸長量に

於ては高知種は第５区，第６区は夫々第４区の132が，U8％であるに対して静岡種第２，第３両区

は第１区伸長量の178％，148％の伸長を示している．元よi)静岡種の第１区伸長量炉高知種第４区

の夫れに甚しく劣る埓に静岡種の場合之等比数の変異の大なる事はあやしむに足りない川巾長延そ

のものの数値の変動もやや大なる点より見て両菰間の光心対する感感性の程度に由来するものでは

あるまいか．即ち静岡種炉高知種に比し光線に対してより鋭敏な反感を示すのではなかろうか．

　ポット試験区の繊維調査の成績は第４表に掲げてある炉単繊維の長さは第１区より第５区迄は照

度の低下と共に次第に増加し第６区に至って再び多少短縮の傾向を示していてその傾向は幹の伸長

生長の傾向と同様である．但しその増減の比卒は伸長咄戌の比単に較べると遥に小さいものであっ

　　　　　　　　　　　第４表　軍繊維の長さ,及び幅

づで⊃ 第　１　区 第　２　区 第３　区， 第　４　区 第　５‘区 第　６　区

根　維　長
　　　(mm)

繊　維．巾
　　　　(μ)

2.77士0.025

22.4士0.450

2.82士0.005

20.6士0.432

・2.98士0.043

　18.4士0.390

3.42士0.016
　S

15.8士0.356

3.55士0.047

15.4士0.295

3.24士0.036

14.8士0.407

て之の成績は前年の軽度遮光の成績とその傾向を等しくし唯その程度がやや強く現れているに過ぎ

ない．

　次に繊維の幅に関しては前年の成績では不明瞭乍らも僅に照度減少と共に幅の増大がうか炉われ

7二に対し照度制限を強化しすこ本年の実験結果に於ては第４表の如く照度低下に件って幅の減少を示

している，之の増減も亦幹の伸長の増減の比卒に較ぶべくもなく僅小である．即ち或る限度迄は照

度の低下に件って単繊維は客第に細長となり張力さえ許すならば高級和紙原料としての價値が向上

する事となる．日光照射による地温の変動も枝粂の伸長のみならす単繊維の発達にも至大の影響を

及ぼす事炉又木表の第２，第３両区を比較する事によって明に認められる．

　以上の成績を通箆して三極は高知種，静岡種共に相当強度の遮光を行う事によって幹の伸長も促

され，繊維も良質になると云える．但し夏季の正午の平均照度が9000ルックス以下の如き低照度で

は又逆の傾向を示すに至る．従って新柱地の選定に当い，或は庇蔭樹の混柱を行う場合相当強度の

遮光が行われる様留意すべきであり，更に遮光不充分の時は敷草其の他によって地温の上昇を抑制

する事も必要であろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　｀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　(1).之の研究は日光の照度炉三極の生育並に繊維細胞の発達に及ぼす影響を見る篤に行っ7こもの

である.

　(2).実験はポット栽培及び田場栽培を併行し前者ぱ白布による遮光と同時にポットを水神内に置

いて地温の影響を排除し，後者は剪簾によって遮光し7二.

　(3).調査は５月15日より10月30日むこ９回行い，正午の照皮と枝条の伸長量を調査し最後に地際

より15糎の部分の繊維細胞の長心

　(4).枝条の伸長は平均照度13万ルックスの直射光下が最も悪く照度制限を強化するに従って伸長

良好となっ7二が自然光の６％以下になると再び伸長不良となっすこ.

　(5).軽度の遮光によって伸長生長の盛期炉時期的に早くなっ7こが遮光を強化すると伸長の盛期は



日光照度と三枝の生育に就て（山崎）

一一

５

再び後期にすれ?二．

　㈲．静岡種は高知種よりも日光照度に対して感受性が鋭敏である様に観察され江

　(7).繊維細胞の伸長は枝条の伸長と殆んど同様な傾向を示し,幅の増大は之と逆の傾向であっち.

　(8).地温降下は遮光とほぼ同様な効果を示し北．従って敷草其の他によづて地温上昇を抑制する

事により或る程度の生育好転を期待出来るであろう..･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

1二大野勇：三極と恩人　　　　高知　1952

2.王子製紙：三唖及びヱ極紙考東京　1940 ’

3.倉田盆二郎：三極，桔，桐の栽培　東京　1951

4.高知腿紙梨課Ｆ製紙原料の栽培　　高知■ 1950

5.森茂　照度制限が三極の生郁こ及ぼす彭響　作物研究室卒論集1 , 1952

6.山崎　ヵ　高知の三極　園芸新知識7―12, 1952

(昭和29年10月30日受理)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY

　　　　On the effect of solar‘radiation of various　intensities･of .

illumination on the growth of Edgevvorthia papirifとra Sieb. et Zucc.

　　　　　　　　　　　byTsutomu YAMASAKI

CCrop Science Laboratory, Agriculture Faculty, Kochi University)

　　This investigation has been undertaken to know the effect of solar radiation･ of various

　intensitiesof illumination on the growth of the stalks and ，development of the　fibrous

　cellsof Fdgeworthia papyrifera Sieb. et Zucc.. '　　　　　　　　一　　　　　・　∧

　　・Inthis experiment。intensity of　illumination　was controled with white cotton cloth

　and marsh-reed screen and to remove the variation of soil　temperature　the pots were

　placed in water tank. Photometry and estimation of growth of stalks has been carried

　out g times during about ６ months. The result obtained are as follows.

･ 1. According to the decrease of solar radiation　the　growth of the stalks increased but

　　in case of extremely decrease of illumination the growth was reversely decreased.

　2. The growth of the stalks were hastened　by　moderate control of illumination and

　　were retarded by extreme contorol.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

　3. Shizuoka (ａ variety of this species) were　more sensitive　to the solar radiation than

　　Kochi (another variety of same species)し

　4. The longitudinal growth of fibrous cells　were parallel　but　transversal growth were

　　reversal to growth of stalks.

5. Low temperature of soilinfluenced the growth of stalks and　fibrous cells as well as

　　the decrease of intensity of illun!ination influenced.

　　　　　　　　　　　　≒　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received October 30，1954)
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